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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年4月9日(2009.4.9)

【公表番号】特表2009-503123(P2009-503123A)
【公表日】平成21年1月29日(2009.1.29)
【年通号数】公開・登録公報2009-004
【出願番号】特願2008-505678(P2008-505678)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｃ０９Ｄ  17/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月19日(2009.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色剤として銀錫合金部を有する金属粒子を含むことを特徴とする黒色インク組成物。
【請求項２】
　前記金属粒子における銀原子の含有量が３０～８０モル％であることを特徴とする請求
項１に記載の黒色インク組成物。
【請求項３】
　前記銀錫合金部を有する金属粒子の平均粒径が数平均粒子サイズで１０～７００ｎｍで
あることを特徴とする請求項１または２に記載の黒色インク組成物。
【請求項４】
　前記銀錫合金部を有する金属粒子の黒色インク組成物中の含有量が０．５～３０体積％
であることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の黒色インク組成物。
【請求項５】
　前記金属粒子が分散剤で分散されていることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項
に記載の黒色インク組成物。
【請求項６】
　インクジェット用インクであることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の
黒色インク組成物。
【請求項７】
　インク組成物の液滴を吐出して、上記液滴を記録媒体に付着させて記録を行うインクジ
ェット記録方法であって、請求項１～６のいずれか１項に記載の黒色インク組成物を用い
ることを特徴とするインクジェット記録方法。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の黒色インク組成物を用いて形成した記録物。
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【請求項９】
　請求項７に記載のインクジェット記録方法で作製した記録物。
【請求項１０】
　銀錫合金部を有する金属粒子の黒色分散液。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
＜１＞着色剤として銀錫合金部を有する金属粒子を含むことを特徴とする黒色インク組成
物。
＜２＞前記金属粒子における銀原子の含有量が３０～８０モル％であることを特徴とする
上記＜1＞項に記載の黒色インク組成物。
＜３＞前記銀錫合金部を有する金属粒子の平均粒径が数平均粒子サイズで１０～７００ｎ
ｍであることを特徴とする＜１＞または＜２＞に記載の黒色インク組成物。
＜４＞前記銀錫合金部を有する金属粒子の黒色インク組成物中の含有量が０．５～３０体
積％であることを特徴とする＜１＞～＜３＞のいずれか１項に記載の黒色インク組成物。
＜５＞前記金属粒子が分散剤で分散されていることを特徴とする上記＜１＞～＜４＞のい
ずれか１項に記載の黒色インク組成物。
＜６＞インクジェット用インクであることを特徴とする上記＜１＞～＜５＞のいずれか１
項に記載の黒色インク組成物。
＜７＞インク組成物の液滴を吐出して、上記液滴を記録媒体に付着させて記録を行うイン
クジェット記録方法であって、上記＜１＞～＜６＞のいずれか１項に記載の黒色インク組
成物を用いることを特徴とするインクジェット記録方法。
＜８＞上記＜１＞～＜６＞のいずれか１項に記載の黒色インク組成物を用いて形成した記
録物。
＜９＞上記＜７＞項に記載のインクジェット記録方法で作製した記録物。
＜１０＞銀錫合金部を有する金属粒子の黒色分散液。
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